
令
和
元
年
六
月
六
日
提
出

質
問
第
二
一
〇
号

公
的
年
金
制
度
だ
け
で
は
、
老
後
に
満
足
な
水
準
で
の
生
活
を
送
る
の
が
困
難
と
な
り
、
夫
婦
二
人
世
帯
で
は

老
後
生
活
に
二
千
万
円
の
資
金
が
必
要
に
な
る
と
い
う
政
府
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

中

谷

一

馬
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公
的
年
金
制
度
だ
け
で
は
、
老
後
に
満
足
な
水
準
で
の
生
活
を
送
る
の
が
困
難
と
な
り
、
夫
婦
二
人
世
帯
で
は

老
後
生
活
に
二
千
万
円
の
資
金
が
必
要
に
な
る
と
い
う
政
府
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
九
年
六
月
三
日
、
金
融
庁
は
人
生
百
年
時
代
を
見
据
え
た
資
産
形
成
を
促
す
「
高
齢
社
会
に
お
け
る
資
産
形
成
・
管

理
」
と
い
う
報
告
書
を
公
表
し
た
。

報
告
書
で
は
、
夫
が
六
十
五
歳
以
上
、
妻
が
六
十
歳
以
上
の
世
帯
の
場
合
、
退
職
後
に
公
的
年
金
な
ど
だ
け
で
は
毎
月
約
五

万
円
の
赤
字
と
な
り
、
こ
れ
が
三
十
年
続
く
と
九
十
五
歳
ま
で
生
き
る
に
は
夫
婦
で
約
二
千
万
円
の
お
金
が
必
要
に
な
る
と
の

試
算
を
示
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
「
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
年
）
家
計
の
金
融
行
動
に
関
す
る
世
論
調
査
﹇
二
人
以
上
世
帯
調
査
﹈
」
の

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
金
融
資
産
を
保
有
し
な
い
世
帯
を
含
む
七
十
歳
以
上
の
分
布
と
し
て
二
千
万
円
以
上
の
貯
蓄
を
持
っ
て
い

る
世
帯
は
全
体
二
十
七
�
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
上
、
貯
金
が
な
い
世
帯
は
二
十
八
�
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
り
、

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
世
帯
が
一
千
万
円
以
下
の
貯
蓄
状
況
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
確
認
し
た
く
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
二
人
以
上
の
世
帯
で
二
千
万
円
以
上
の
貯
蓄
を
持
っ
て
い
る
者
が
全
体
の
二
十
七
�
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
現

一



状
を
踏
ま
え
て
も
、
二
人
以
上
世
帯
は
二
千
万
円
以
上
の
貯
蓄
が
必
要
と
推
奨
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の

か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

二

政
府
は
、
二
人
以
上
の
世
帯
で
二
千
万
円
以
上
の
貯
蓄
を
持
っ
て
い
る
世
帯
は
今
後
ど
の
よ
う
な
水
準
で
変
化
し
て
い
く

と
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

三

政
府
は
、
二
人
以
上
の
世
帯
で
二
千
万
円
以
上
の
貯
蓄
を
持
っ
て
い
る
世
帯
が
二
千
二
十
年
、
二
千
三
十
年
、
二
千
四
十

年
時
に
は
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
と
想
定
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
展
望
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

四

二
人
以
上
の
世
帯
で
、
貯
金
が
な
い
世
帯
は
二
十
八
�
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
る
中
、
こ
の
貯
金
が
な
い
世
帯
の
方
々
が
ど

う
す
れ
ば
二
千
万
円
の
貯
蓄
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

五

政
府
は
公
的
年
金
制
度
に
関
し
て
、
当
時
の
厚
生
労
働
大
臣
、
厚
生
労
働
副
大
臣
が
、

「
百
年
安
心
に
し
て
い
く
と
い
う
案
を
作
っ
た
」

「
百
年
後
で
も
絶
対
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
い
う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
答
弁
は
今
で
も
政
府
の
公
式
見
解
と
し
て
同
様
の
見
解

二



で
あ
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

六

報
道
に
よ
れ
ば
、
報
告
書
に
対
す
る
国
民
か
ら
の
意
見
と
し
て
「
い
ま
ご
ろ
に
な
っ
て
、
年
金
が
こ
れ
か
ら
減
る
か
ら
生

活
で
き
な
い
、
自
分
で
資
産
運
用
し
ろ
と
は
、
あ
ま
り
に
無
責
任
だ
」
と
批
判
が
殺
到
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

公
的
年
金
制
度
の
役
割
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
長
生
き
し
て
も
、
ま
た
子
供
の
同
居
や
経
済
状
況
な
ど
私
的
な
家
族
の
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
、
安
心
・
自
立
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
た
め
の
社
会
的
な
仕
組
み
で
あ
る
と
説
明
し
て
き
た
以
上
、
政
府
は

年
金
だ
け
で
老
後
を
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
方
針
転
換
を
報
告
す
る
の
み
で
は
な
く
、
国
民
に
ま
ず
謝

罪
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


